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オオキンヵメムシに関する生態学的研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　　第4報・　若虫期の温度反応について

三浦 正国近木英哉 （応用昆虫学研究室）

　　　　Tad主shi　MIURA　and　Hideya　CHIKAKI

Eco1og1ca1stud1e　on亙多κoηs8θ3g湖π励s　THUNBERG　No4

0n　the　ther平a1reaction　of　the　ny工npha1stag9．

　　　　　　　．I緒　　　．言

　アブラギリの害虫，オォキンヵメムシ　（E鮒o〃8螂

g〃仰伽THUNBERG）の発生及び分布について，三浦，
　　15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）　　　　　　　　　　　　　　16）

近木，発生期や被害，三浦，近木，成長について，三浦

が報告したが，本報では，活動性に関する研究の一部と」

して温度と活動あ関係を若虫期の温度反応から検討して

みる。実験に当つて新池伸朗氏の協力と研究室の方々の

援助をいただいた。こ㌧に厚く感謝の意を表す。

　　　　　　　　皿　材料と方法

　供試虫は野外から採集してきて飼育申のものを用い
　　　　　　　　17）
た。方法は，、元村の方法を準用した。即ちガラス水槽内

の温度を最初0eCに調節して，水槽内に備えた管内の傑

試虫を／0分間程その琴竿温度に接触した後，5分間に／o．

Cづつ上昇させ管内の虫の活動を記録した。実験は／955

一年8月に行つた。虫の活動階梯の指標として次の7つを採

用した。即ち，微動，正杜，歩行開始，強い活動，興

奮，転倒叉は不正位，熱麻庫である。

　　　　　　　　皿　実　験　緒　果

　先に区別した各活動のみられる温度を整理して，横軌

’に温度，縦軸に反応個体数を示したのが第1図であり，

‘各活動の温度を示したのが第／表である。温度に対して

示す活動は供試個体に一様にみられたが，反応温度には

個体変異がある。令期によつて活動開始の温度は異なる

が・若虫期を通じてみると，微動の9．6～／5．4℃から熱

麻痒の44．0～49．0oCの範囲内でそれぞれの活動は示さ

れた。活動はいずれも令期の進んだ芦のほど高温で開始

され，令期間の温度差は，微動2．5葛っ，正位、．75・，歩

行開始2．3ゴ，彊い活動3．9♂，興奮3．53。，転倒叉は

不正位／．97〕，熱麻痒2．08。であつた。

※　島根農科木宇応用昆虫学研究室業蹟・第14号・　　　　　　　　せ
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第1図　各活動橡梯と温度との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4ワ　48　49　50
　　　　　　　　　　渥　　度　（C。）

　I，亙……V令期　／：微動2：正位3：歩行開始4：彊

　　　　　い活動5：輿奮6：転倒叉は不正位ア：熱麻庫

　　　　　　　皿　考　　　　察

　活動から次の活動に移行する温度の巾，活動の状態を

吟味して野外での活動の温度範風を推定したのが第2表

である。微動から正位に移行する温度の巾は，幼令血よ

り老令虫がせまくその差は08㌘で，正位から歩行開始

は，■幼令虫より老令虫が広く差は0．58。，歩行開始から

彊い活動は，幼令虫より老令虫が広く差ぱ／．6ヅ，彊い活
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第1表 上昇温度下における各活動階梯のみられる温度

令期　　／ 2 3 4 一5

活動階蹄駿C最低1最高 平均 最低最高1平均 最低 最高平均 最低 最高平均 最低最高平均

微　　　動 ／0．2 ／3．2 ／／．ア6

　1／0，8／3．6

12．41 ／／．0 14，6 ／2．94

　，／2．21／5．6
13．2 ／5．4 ／ろ．5ア
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歩行開始 ／3．6 ／ア．0 ／5．3ア 16．34 ／5．0 ／8．8 ／ア．08 ／5．0 ／9．0 ／ア．02
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36．91 37．97 37．0 40．6 38．ア5 3ア．6 4／．2 39．65

興　　　　奮 3ア．8 39．68 ・40，％ 39．6 43．0 4／．32 40．0 43．6 4／．99

転倒叉ば不正位 42．2 43．ア7 43．99 43．0 46．2 44．70 43．0 47．0 45．00

熱　一麻　痒 44．4 46．02 46．94 45・．8 48．6 4ア．22 46．2
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第2表 上昇温度下における若虫の活動範囲（反応痘度の平均値より推定）．

活動階梯→微動正位歩行開始

㌧
．彊い活動 興奮転倒叉は不正位熱麻庫

活動から

次の活動

までの昼

度の巾

1令虫→

2令虫一・

ろ令虫→

4冷虫→

、5令虫プ

2，25

2，35
／．75

／．ア8

／．42

｝」一、！一一一一ノ㌧㌧トF＿＿ノ
／．45

／．26

2，／8

2，36

2．03

加害活動範囲

　　20．98

　　2／．54

　　2／．65

　　2／．67

　　22，6／

2．ア9

2，77

2，99

2．5ア

2．36．．

4．5ア

4，09

3，03

3，38

3．01

2，65

2，25

2，95

2，54

2．76

　　　正常活動範囲
／令虫　　23．アア

2令虫　　24．3／

，3令虫　　24，62

4令虫　　24，24

5令虫　　24．9ア

‘活動可能範囲

　　34．69

　　34．26

　　34．53

　　34．28

　　34．／9

動から興奮への移行でぱ一定した煩向はみられず，せま

いもの，広いものの差は0．63o，興奮から転倒又は不正

位は，幼令虫より老令虫が広く差は0．58o，歩行開始か

ら彊い活動は，幼令虫より老令虫が広く差は／．69㍉彊

い活動から興奮への移行では一定した傾向はみられず，

せまいもの，広いものの差は，0．鉗，興奮から転倒叉

は不正位は，幼令虫が老令虫より広く差は／－5ポ転倒叉

は不正位から熱麻庫への移行は一定の傾向はみられず，

せまいもの，広いものの差0．70。がみられた。活動から

次の活動ぺの移行は複雑であつて，個庫のいろいろな状

態で臭つてくる。才オキンカメムシでは令期が進むと腹

部が肥大してくるので，虫自体移行しつづける温度に応

じて活動の変化がやや困難なようにみうけられる場合も
　　　　　　19）　13）
ある。PARKER，小山は一般活動の温度限界は摂食活動

の温度限界に一致するものと考えているが，本虫では活I

動の状態からみて，加害活動のできる温度範囲として・

歩行開始から彊い活動までとした。実際には，これらの

両隈界より更にせまい範囲で行われるか．も知れない・彊

い活動には一面神経質的な行動もまじるのでこれらの区

別が判然としない。この神経質的な行動では桐実の加害．

は行われないものと思う◎一般活動（正常活動）の温度
　　　　　　　　　　　　　3）　　　　　　　　　　　　　10）
範囲2）算定に当つて。CHAPlMlANは歩行から仰位，加藤は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8）　　　　7）
正位から興奮までとしているが，尾崎，山下，福島，三
　　　H）　　　R）
浦，近木，池本などは，歩行から興奮までとして低温隈

界を歩行開始においている。これについては，BODEN亘’
　　　　　　2〕
E豆MER＆KLEINは，ナヵアリの一種の歩行遠度を調べ

速度の0なる点を活動の零点としていることなどからみ・

て妥当であろう。このようにしてみた活動の温度範囲は

令期でほとんどちがわないが．活動の温度限界はI老令

虫が高ぐなつている。昆虫の性別，令期，発育期など

のちがいが温度反応にあらわれることは考えられる。
　　　　　　1）
BODENHEI亘ERは，砂漢飛鐘で令期が進むと普通活動の

温度範囲が高くなるとし，バッタの一種の選好温度でも，

成虫の老若や令期により特定の温度を選好し，老令虫に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：3）
なるほど高い温度を好むと報告している。小山はオオニ

ジュウヤホシテントウムシの成虫；芙幼虫の／化期と越冬

中のもので異なるとし，末永，山毒はウンカ類の長翅型

　　　　　　　　　　　　　　S）
の雌雄や幼虫で異なるとし，池本もニジユゥヤホシテン

　　　12）
泌加藤より引用
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トウムシで成虫の雌雄や幼虫で畢なる結果をえた・これ　　はないかと思う。低温部における微動その他の活動の場

らの実験はいずれも温度上昇法を用いての結果である。　　合の温度の影響と，高温部における熱麻痒などの場合に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→）本実験律低温接触陵の温度上昇法であるが，HUSSEINは　　おける温度の影響は決して一様なものではないと考えら

非常に詳しい実験から次のようなことを明かにしてい　　れるから・各活動によつてその内容は畢なるものと思わ

る。実験の方法，即ち本実験のような上昇法でも，下降　　れる。恢に若虫期を通じて，島根の平年の気温から野外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肺）法を用いる場合でも，出発点の環境温度に接触する時間　　での状態を吟味してみる。本虫の発生期は，三浦，近木

や以後の温度の上昇時間が極めて短い場合は，虫の体温　　が報告した如く，島根で成虫の初発が，5月中下旬であ

が環境温度と平衡を保つのに個体の大小によつて時間的　　　り，若虫は6月から「0月にみられる。この期間の気温の

なつれを生じて活動開始や停止する温度が異なると云う一　推移や若虫の加害の状態をみると，若虫の加害活動や正

のである・著者の場合，令期によつて虫の大きさが非常　　常活動の温度範囲からすれぱ，6月上旬より9月下旬ま

にちがうから1最初の低温接触で全令期のものが等しく　　での／日の最底温度は，この虫の活動の温度範囲の下隈

0℃に体温が調節されていなくて，以後の温度上昇が非　　界に一致し理論的には終日活動ができる。／0月上旬から

常に短時間の場合はHUSSEINの云うような結果も起る　　低温時は活動不可能な状態になるが，この頃はすでに大

わけであるが1この接触時間や温度の上昇時間は5令虫を　　部分が成虫であり，アブラギリも収穫期に入るし，成虫

対象に決定したものであり個体の大小でずれを生ずる程　　は越冬場所え移行する頃である。実際野外で観察する

の短い時間とは考えられないから各令期間の活動開始の　　と，終日活動の可能な温度範囲にあつても加害は日申の

温度差は温度に対する感雫性の差として考えてよいgでI　温度の高い時刻で行われる。曇天や雨天の日は殆ど活動

　　　　　　　　　　　第3表　　数種害虫の正常活動の温度範歯

害　虫　名1研究者
イチゴハナゾウムシ
イネハモグリバエ
ダ千ズネモグリバエ
イ不ツトムシ

※セジロウンカ
オオニジユウヤホシテントウ

豪※セジロウンカ

　アワノメイガ
　ダイコンサルハムシ
　ニカ　メ　イ　ガ
　ウ　リ　ハ　ムシ

※ムギクロハモグリバェ
※イネカラパエ
※コフキゾウムシ
※フタスジヒメハムシ
※マ　メ　コガネ
　ヒメクサキリ
　コバネイナゴ
　モモシンクイガ
ハネナガフキバツタ

※イネドロオイムシ
※フタオビコヤガ
　クワイトヒキハムシ
　カクモンハマキ
　ピストルミノガ
キンモンホソガ

　ト　ビハマ　キ
　リンゴシロハマキ
　ヒメシロモンドクガ
ニジユウヤホシテントウ

加藤・
加　藤
柴　辻
尾崎，山下
山　下
小　山

末永，山本

三浦，近木
三浦，近木
三浦，近木
三浦，近木
山
山
山

山
和
福
福
福
福
柴
柴
福
福
福
福
福
福
福
池

下
下
下
下
久
島
島
島
島
辻
辻
島
島
島
島
島
島
島
本

／940
／948
／949
／949
／950
／95／

／95／

／952
／952
／952
／952
／952
／952
／952
1952
／952
／952
／952
／952
／953
／953
／953
1954
／954
／954
／954
／954
／954
／954
／955

温 度1範　囲
　　　（ぴ）
9．7～429

／6．2’一30，2

／／．0～32，0

／9．3～37，8
／2．2一一38．8

（1）／芸§：1二菱11

（越）｛妻　套1看二繋1暑

（長）｝ll1二1才♂

（長）…；l1二；；ll

4．6～35，5

14．8～3ア．9
4．／～32．1

9．ア～37，4

／7．2～40，0
9．3一一34，4

2／．4～33，0
／／．5～40，2

／9．／～47，5

20．2～33，0
／5．5～4ア．2

5．8～32，0

／3．8～35，2
23．／～39．／

／ア．0～3ア．0

／8．／～40，0

2／．6～36，0
20，3～39．’0

24．1～38，5
／5．5～40．6

（／）ポ婁11二茅11

（2）　9　18．6～40，／

　lC。）

33．2
．／4，0

2／．0

／8，5

26．6
2ア．9

28，／

3／．9

30，6
2／．6

／9，6

／4，0

／3，2

30，9

23，／

28．0
2ア．7

22，8
25，／

／／．6

28，7
28，4
／2，8

3／．7

26，2
2／．4

／6，0

20，0
2／．9

／4，4

／8，7

／4，4

25，1
18，2
2／．5

2／．5

温　　　度

　　　（C。）

／2．9～3／．4

／5．0㌻35，0
／5．4～38，6

11．8～33．／

／3．3～34，8

／5．6，30，5

／5．／＾一37，9

／0．2～39．2

4．4へ30，3

／2．8～・38，6

23．4～38，4
14．3～43．4
6．／、3／．6

／1．4～33．6　－

／8．3～36，5

／3．3～36，0
／9．9～38，5
20．0～38，2
／7．／～38，5

／9．4～3ア．5

／3．／～39．0

（／）／4．6～32．4

（2）20．4～35．8

範　　囲

　（C。）

／8，5

20，0
23，2

2／．5

2寸．5占

／4，9

22，8

29，0

25，9

25，8

／5，0

29，／

25，5
22，2
／8，2

22，7
／8，6

／8，2

2／．4
／8，／

25，9
／7，8

／5．4

　（・）

福島より引用
　（2）

加藤より引用

表申　（）の数字は1化期及び2化期を示す （越）は越冬期　（長）は長支羽型の意なり。
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せず葉裏に集合して静止している、実験的に求めた活動

可能な温度範囲の下隈界が，5丹から／0月の野外の気温

の最低温度の推移と一致し，しかもこの時期が本虫の発

生期になつていることはみのがせない。現在までに我国

で明らかにされている害虫の温度反応の実験から、算定し

た正常活動の温度範囲を比較表示したのが第3表セある。

害虫の発生消長や発生予釦の検討に際してこれらの資料

が果たす役割は紗くないものと考える。

　　　　　　　　V摘　　　　要

　本報では，オオキン1カメムシの若虫期の温度反応を，

○〕Cに／0分間接触した後，5分に／cCの温度上昇下におい

そ吟味した。その大要は次のようであつた。

　i）活動階梯の指標として，微動，正泣　歩行開始，

握い活動，興奮，転倒叉は不正位，熱麻痒のア階梯を区

　別した。

　2）老令虫は幼令虫に比し活動開始ρ温度が高い。

　引　温度反応からみて若虫の加害活動は／4．69～／7．02

℃で開始され・いずれも3亨・6ア～39・6ゴC附近に高温隈

界炉牽ると推定される。

　4）正常活動や活動可能な温度範囲の巾は令期による

差はない。

　5）島根県下においては，本実験から推定して6月か

ら／0月までは若虫は終日正常活動ができる期間になる

がラこれは野外における若虫の発生期と一致している。

　　　　　　　　丈　　　’献

（／）　B0DENHEIMER，F　S　　Z　angew　Ent　15　／

　　　　　～123ジ／930．

（2）　B0DEN亘EIMER，F　S＆HZ　K1e1n　Z　yerg1

　　　　　phテsio1．“　　：345～385．／930．

（3）　CHAPMAN，R　N　　Amma1Eco1ogy　3ア3～384．

　　　　　／93／．

（4）　HUssEIN，1M［　Mm　Agr　E劉P†Tecb　Sc1

　　　　　Serrice．Buu．184，／93ア

（5）福島正ゴ　進化4（1）　／6～／9．／952

（6）　〃　　　応昆8（4）：149～／5／，／953．

（ア）　〃　　　応動18（4）：／69～／80．1954．

（8）池本　始：応昆佃（4）：20／～204．／955．

（9）　KA牟1M：Sc1Rep　T6hoku　Imp　Un1v

　　　　BiolL12　50／～5／0．／938．

．第5号　　（／957）

（／0）加藤陸奥雄：動雑52（6）：225～238．／940．

（1／）　〃　　　農試彙4（／）　38～4／，／948

（／2）　〃　　：作物害虫学概論／0／γ／l／，／953

（／3）小山長雄：昆虫19（2）：52～60．／95／．

（／4）三浦　正，近木英哉：島農研報（2）：47～59．

　　　　　／952．

（／5）　〃　　，　〃　　　日林関西講演集3　68～70

　　　　　／953．

（／6）三浦正：応昆10（3）：／53～／58．／954．

（／ア）元村　勲：生態学研4（3）：250～252，／93＆

（18）尾崎重夫，山下善平：応昆5（2）：45～49．／949一

（19）川PARKER，J　R　Umv　Montana　Agr1c　Expt

　　　　　Sta．Bu1L22／，／930．

　　　　　　　　　S砥囲醐ry

　We　made　an　exper1ment　on　the　ther二ma1reac－

tion　in　the　nympha1　stage　of　E秘ooグン33θ3　07α惚∂ゐ

丁亘UN醐RG，in　which　the　nymph　were1eft・in　the

OcC　enY1ronment　for1O血mutes　and　the　tempera・

ture　was　ra1sed　at　the　rate　of1．C　per5m1mtes．

The　resu1ts　are　sum狐ar1zed　as　fo11ows

　1）　§even　grades　are　given　as　the　index　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
act1v1t1es，〆S11ght　movement”9．6～15．4oC，“Keep－

1ng　body1n　norma1pos1t1on”11．8～16．4◎C，“Beg－

mnmg　of1ocomot1on”132～190℃，“Strong　act1－

y1ty”　342～412C，“Exc1工ement”　370～436℃，

‘‘Fanmg　down　or　keepmg　body1n　abnorma1pos－

ition”　41．4～47．卯C，“Heat　stupor”　44．0～49．ぴC．

　2）　The　nymph　in　the　o1der　stage　requires

h1gher　temperature　than1n　the　ear11er　stage　to

aとt．

　3）Jud．ing　from　these　results　it　is　supPosed

that　the　scope　of　the　1n］unous　act1v1ty　of　the

ny皿ph　is　in　te皿perature　from　14．69～17，O沙C

mear1y　to3567～3963門C，wh1ch1s　the11m1t　of

the　act1刊ty

　4）　Nymphs1n　a111nstars　showed　no　d雌erence

1n　the　breadth　of　temperature　for　d01ng　norna1

activity　or　potentia1activity．

原文を直凄見ず


